『ひと呼吸』プロジェクト・スピンオフ企画
障害のある学生の支援を考える ―専門職の姿を問い、「育てる」ことを探求する

企画趣旨

　大学で障害のある学生の支援を考えるということ。以前から模索され、問い続けているこのテーマは、近年、その専門性がうたわれるようになり、実際にその専門性が要求される分野になっている。どのような専門性が必要なのかと考えるとき、それは知識であり、技術やノウハウであり、人間力そのものも大切なのではないかと思考する。ただ、いずれにしても、この分野が体系的に歩んできた分野ではなく、何処からともなく、ただ様々なところから確実に、その必要性が誕生してきたことは確かである。
　いつしか、（その呼び方が正しいかどうかはさておき）「障害学生支援」と呼ばれるようになったこの分野は、黎明期から着実な発展が求められる時期に変わり、その活動の幅や質も問われるようになった。言うまでもなく、障害のある学生のことを考えるのは組織としての責任であり、義務であるだろう。ただ、その最前線にはいつも「ひと」がいて、それらの「ひと」の営みがこの分野を大きく形作っていることも事実である。
　京都大学のHEAP（高等教育アクセシビリティプラットフォーム）とDRC（障害学生支援部門）のプロジェクトである『ひと呼吸』（https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/heap/hito-kokyu/）は、その編集委員会とともに、これまで障害学生支援の関係者の語りを集め、対話し、この分野に届けてきた。専門性は大切であるが、それぞれの「ひと」の礎（経緯）や営み（考え方・実践）、そして展望（目指すべき未来）についての語りは、時に専門性以上の何かを生み出すことすらあるように思えてならない。それは、呼吸という自然な営みに対して常に意味を考えるようなことはなくても、その営みにそのものが持つ意味はとても大きいことと似ているような気がする。
　今回の企画は、『ひと呼吸』というプロジェクトを通じて得られたものを基盤に据えて、改めて障害学生支援とは何か、そこに関わるということはどういう意味を持ち、そして何を考えていかなければいけないのかを再考する機会とする。さらに、これからのこの分野にとって、「ひと（自分）」が育っていくこと、「ひと（他者）」を育てていくことには、どのようなマインドやプロセスが必要になるのかを、それぞれがそれぞれに、そしてコミュニティとして考える機会としたい。

『ひと呼吸』編集委員長
村田淳（HEAPディレクター）
2023年10月

開催概要

【事項】
『ひと呼吸』プロジェクト・スピンオフ企画
障害のある学生の支援を考える ―専門職の姿を問い、「育てる」ことを探求する

【日時】
2023年12月8日（金曜日）13時30分〜17時00分
※終了後、17時30分〜19時30分に情報交換会（任意参加）を実施

【場所】
京都大学 国際科学イノベーション棟 5F・シンポジウムホール
（〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学 吉田キャンパス 本部構内）

【タイムテーブル（予定）】
13時00分　受付開始　※ホワイエにパネル設置有り
13時30分　開会・趣旨説明
13時45分　第一部：トークセッション（ホール内）
『ひと呼吸』の「ひと」に問う
→これまでの『ひと呼吸』に登場した方々がゲストとして登壇予定
15時15分　第二部：パネルセッション（ホワイエ） ※適宜休憩
『ひと呼吸』の「ひと」と出会う
→これまでに『ひと呼吸』に登場した方々と対話する機会
16時15分　第三部：フロアディスカッション（ホール内）
「ひと（自分）」が育つ、「ひと（他者）」を育てる
→登壇者・参加者全体でのディスカッション
17時00分　閉会
※17時30分から同会場の一階にて情報交換会（任意参加）を実施

【対象】
大学等の高等教育機関で障害のある学生の支援に携わっている教職員
→特に、以下のような方に是非ご参加いただきたいと考えています。
・専門職としてコーディネート業務に関わる方
・次世代を担う若手の専門職（コーディネーター等）の方
・他領域から障害学生支援分野に転職された方 など

【参加申込】
・事前申込制、定員100名（先着）
・参加費無料
・申込期間：2023年10月20日（金曜日）〜11月24日（金曜日）17時00分
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自動的に生成された説明]　※参加にあたって配慮が必要な方は、可能な限り11月17日（金曜日）までにお申し込みください。
※定員に達し次第、申込は締め切ります。
・申込フォーム：https://forms.gle/wKDPtXTqmRzCeWC16  

【その他】
・情報保障として文字通訳と手話通訳を配置します。ただし、第二部は自由に動き回る形式となり、情報保障の方法について事前に調整する必要があるため、参加申込時にお申し出ください。
・文字通訳・手話通訳以外の配慮が必要な方は、申込時にお申し出ください。
・自家用車等でのご来場はご遠慮いただき、公共交通機関をご利用ください。
・情報交換会（任意参加）は定員50名で、会費制（参加費：3,000円）となります。11月24日（金曜日）以降のキャンセルは（当日不参加の場合でも）会費を徴収する形となりますので、ご了承ください。

【主催・事務局】
京都大学 HEAP（高等教育アクセシビリティプラットフォーム）事務局
実施責任者：村田、事務担当者：松井
TEL：075-753-5707
E-mail：heap@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

【共催】
京都大学 学生総合支援機構 DRC（障害学生支援部門）
東京大学PHED（障害と高等教育に関するプラットフォーム）
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